
授業科目名 担当講師名 対象学年 
教育実習 中村 周子・吉村 喜美代 ２・３年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 ４（120） 実習 
2 年後期 
3 年前期 

    実習計画の通り   

実務経験 
本科目は、保育士、幼稚園教諭として実務経験のある教員による指導のもとの

実習 

授業のキーワード 理論や技術を実践との繋がりを理解する 

到達目標及び及び 
事前学習 

教育実習は、通信教育を通じて修得してきた知識や技能を、体験お通して実

際の教育現場で実践することにより、幼児教育に対する理解を深めるととも

に、現場における指導技術や実践活動を通して学び、教育者としての精神の向

上と、資質を高めることを目標とする。 
実習の目的、教育実習の内容、実習オリエンテーション、見学実習、観察実習、

参加実習、部分実習、全日実習、実習日誌への記録、事後指導 
授業計画（コマ） 授  業  内  容  

１～３０ 

幼稚園実習（１０日間） 
１．幼稚園の内容、機能について理解 

（幼稚園の１日の流れやプログラムの理解） 
２．幼稚園における子どもの理解。 

（年齢、月齢ごとの子どもの発達とその特徴など） 
３．幼稚園における教員の職務内容、役割などを理解する。 
４．日誌や指導案の書き方を学ぶ  

３１~６０ 
 

幼稚園 or 施設実習（１０日間） 
 １．幼稚園 or っ施設の内容、機能について理解 

（１日の流れやプログラムの理解） 
 ２．幼稚園 or 施設における職務内容、役割などを理解する。 
 ３．日誌や指導案の書き方を学ぶ  

履修上の要件 教育実習の期間は実日数１０日以上 

テキスト、教材、 
参考書 
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使用機器等  

成績評価の方法 
① 実習日誌・事後レポートなどの提出物５０％ 
② 実習園の評価３０％ ③勤務状況等２０％ 

備考  

 


